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１ はじめに
体育授業における身体の問題は、体育という教科に
とっては自明のことと第一報??で記した。身体教育の
省略語としての体育を「体を育てる」と文字どおり理
解する人も少なくないように、からだは、体育という
教科にとって中核となる内容と言える。しかし、それ
にも関わらず、身体に関して、ぞんざいにしか扱われ
てこなかったように思える。今、ここで、身体教育に
関する現状のすべてを取り扱うことはできないが、大
学における体育授業の現状を通して、身体の問題を考
えることは、可能と思われる。我々は、そうした試み
の第一歩として、前報告において、本学における健康
学原論の中で実施された３つの異なった実践をとりあ
げ、身体の問題をどのように焦点化できるのかを確か
めた。そこでは、自らの身体に対し、不調、不安を訴
える学生の多いことが確認できたが、身体そのものに
対しては、きわめて雑駁な受け止め方しかしていない
という実態が示された。つまり、「私の身体」は、対象
化（客観的把握）も、主体化（自覚的把握）もできず
に、半健康的な気分のような状態に埋没していると
いった状況が示唆された。それに対し、運動の実施は、
自己の身体や健康への自覚や他者への気づきに、きわ
めて有効に作用することが、同時に示唆されていた。
毎日、からだがだるい、頭がボーっとしている、疲れ
るといった自覚症状が、運動の実施によって、少なか
らず好転する事例を多く認めることができたのであ
る。
本稿では、前回同様に、筆者が担当する教養教育に
おける体育実践を取り上げた。運動としてはトランポ
リン運動を素材に、学生の身体の状況を把握すること
に努めた。このような研究意図は、言うまでもなく、
筆者なりの大学体育の今後の展開??を見据えたもので
あり、身体の問題が、その中核的な課題となり得るこ
とを念頭に置いている。
２ 授業の内容
ここでは、2009年度前期の教養教育の健康学原論（１
年次）において実施された筆者の担当するクラスの授
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業を対象に取り上げる。対象となる学生は、27名（社
会情報学部、工学部、医学部）の学生たちである。数
時間の全体を対象とした授業後に、５時間分の実技実
習が組まれている。トランポリンという運動種目を取
り上げ??、授業を通して、授業前後の身体や健康状態や
気分に対する自己観察を行ってもらい、さらに、技術
的な内容を通した身体の把握も記述するという課題を
実施してもらった。５回の記述がＡ４用紙一枚に収ま
るような記入用紙になっており、授業前、授業後、す
みやかに記述してもらった。身体や健康の状態は、快・
不快の５段階の自己評価を行ってもらい、その他は、
すべて自由記述とした（この方法は、前回の報告と同
様である）。それらの記述内容は、最後の授業時に学生
に返却し、跳んでいる私を絵で描くという新たな課題
と感想、５回分の記述の総括的な考察を行ってもらっ
た。以下、その内容について、触れてゆきたい。
３ 学生の身体に関する記述傾向
１）身体の把握状況
今回の学生の記述全体を示したものが、表１であ
る??。毎回の記述のうちの中心となる内容を書き出し
たものである。まず、ここから、見ることのできる身
体把握の状況を述べてゆきたい。
⑴ 授業前後の身体の快、不快に関する把握の変化
快、不快を５段階（快を５点、不快を１点とし、個々
や全体の平均値を求めた）に分けて聞いた項目を全体
で見た場合は、毎回その数値の平均値は快に向けて上
向きに変化している（表２参照）。５回の平均は、授業
前が3.3であり、授業後は3.7と変化している。しかし
ながら、個々を見た場合、改善された学生が27名中16
名、２名は変化せず、４名が不快へ数値を落としてい
る（５回分のデータをとれなかった学生が５名いるが、
個々を見た場合でも、いずれも改善の方向に向かって
いる）。改善された学生の記述の代表的なものは、「体
が軽くなった」、「体が温まった」、「気分がすっきりし
た」といった内容であり、不快へ数値を落とした学生
の記述では、「体が起きていない」、「眠い」「夏バテ中」、
「筋肉痛」という記述が授業前に見られ、授業後にお
いても、「ふわふわして気持ちが悪い」、「くらくら、ふ
らふら」、「だるい」、「頭痛」といった表現が記されて
いる。この学生は数値も2.8から2.6へと変化している。
授業に臨む段階でのコンデショニングの不具合は、明
らかであり、軽い運動においても状態の改善はできて
いなかったことが分かる。この学生より、低い数値で
あり、改善傾向の見られた学生の場合の記述を見ると、
「眠い」、「食べ過ぎ」から「足がガクガク」、「腹痛」
から「回復」、「喉が痛い」から「だるい」、「気持ちが
悪い」から「治った」という変化が認められる。５回
の平均数値は2.2から2.4という変化であった。プラス
への変化であるが、2.2、2.4という値は、クラス全体
では、最も低い値であり、体調の管理の悪さを推測す
ることができる。
⑵ 身体の状態や気分を記述する言語の傾向と変化
５回分の身体や気分の状態を記述する言語の傾向を
表３に示した。普通、良好というプラスの自己評価に
くらべ、眠気や愁訴感、痛み等の訴えの割合が高いこ
とが分かる。表４は、記述の変化を「良くなった」、「悪
くなった」、「変化せず」、「その他」という項目で、見
たものである。先に示した数値の尺度と、ほぼ同じ傾
向を示しているが、回により多少のばらつきが認めら
れる。３回目の授業の際の悪くなったとする10名の内
容は、取り扱った技術的内容に対して、失敗した記述
が６例あり（首を打った、膝が鼻を直撃した、肘が痛
い等）、マイナス傾向の記述となっている。４回目の「そ
の他」の記述も同様に、技術的な内容に対して、「次は
出来るようにしたい」、「もっと思い切りが必要」等、
技術学習への意欲や意識を語った内容が４例ほど、含
まれている。「良くなった」というプラス評価では、体
調の改善や気分が良くなったという記述に加え、「楽し
い」、「出来て良かった」という記述が多く見られ、学
習内容の理解（この場合、跳ぶ技術の習得）が、身体
や気分に大きく関わっていることが分かる。
⑶ 授業後の総括的な感想
「５回の自己記述から、身体や健康の状態について、
考察してください」という課題の回答結果について、
見てゆきたい。
「運動した後は、する前のだるさが消えて体が軽く
なった。又、体の機能が活発になり、頭が覚めたよう
に感じた。これより運動をすることは、体を動かした
ことによる刺激を脳に届けることで、脳の働きを活発
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表１ 毎時間の授業前後の記述内容
１回前 １回後 ２回前 ２回後 ３回前 ３回後 ４回前 ４回後 ５回前 ５回後
１ 特になし 特になし 軽い寝不足
昼食は控えめ
に
暑い 暑い 眠い 暑い
２ 足がだるい
身体が軽く
なった
目がさえてい
る
ふらふらする 寝不足
脈拍がはやく
なった
いつもより体
がやわらかい
次はできるよ
うにしたい
体が重い
体が軽くなっ
た、ゆれてい
る
３
体が起きてい
ない
ふわふわして
気持ち悪い
普通
くらくら、ふ
らふら
眠い だるい 夏バテ中 頭痛 筋肉痛 回れた
４ 眠い 足がガクガク 食べ過ぎ 足がガクガク 腹痛 回復 喉が痛い だるい 気持ちが悪い 治った
５ 食べ過ぎ
足がガクガク
だが楽しい
食べ過ぎ 楽しい ダイエット中 相当楽しい 気分がいい 楽しい 一番良い
トランポリン
が最後で悲し
い
６
肩がこってい
る
体がほぐれた 快調 楽しかった 寝不足 首が痛かった 気持ちが良い 楽しかった 気分が悪い
気持ちよかっ
た
７ 眠い 楽しかった 疲れ気味 楽しい 楽しい気分 楽しかった
怪我が良くな
らない
見学 気が重い
皆で感動しま
した
８ 体が重い 軽くなった 筋肉痛 楽しかった 足の筋肉痛
出来なくて残
念
咳がひどい 体が硬い 頭痛 変わらず
９ 眠い 目が覚めた
おなかがいっ
ぱい
楽しかった 喉が痛い 変化なし 体調は良好 楽しかった 元気
楽しい授業
だった
10
完璧な状態で
はない
ふらふらして
いる
脳も軽い 疲れた 寝不足
気分はすがす
がしい
寝不足 緊張した だるい
体調も良く
なった
11 腹痛
ふわふわして
いる
眠い 楽しかった 首と肩が痛い 体がほぐれた 風邪を引いた
くらくらして
いるが、大丈
夫
健康だと思う 足がつった
12 満腹状態
気分が良く
なった
満腹
気分は悪くな
い
暑い 気持ちが悪い 普通
テンションが
あがった
満腹 楽しかった
13 食べ過ぎ ふわふわする 風邪気味 スカットした 両足負傷中 首を打った 気分は良い 若干眠い 暑い
気分は良い感
じ
14 お腹いっぱい 体調良好 満腹 体調問題なし 寝不足 楽しかった 体調良い
出来るように
なった
普通 気分も良い
15 眠い
リラックスし
ている
元気
気分的に明る
くなった
筋肉痛
たくさん笑え
た
眠いがやる気
あり
運動して血行
が良くなった
感じ
少し不快 楽しくできた
16 腹痛 足がガクガク 風邪気味 風邪気味
気持ちが病ん
でいる
楽しかった 食べ過ぎ
高く跳んで楽
しい
テンションあ
がりすぎに注
意
腰を痛めた
17
胃の消化能力
が低下してい
る
気分がすっき
りした
十分な睡眠で
良い気分
体調を整える
意味で有意義
体調良い 貧血状態 寝不足
疲れが取れな
い
暑く不快 楽しかった
18 腹痛 治った 爪先が痛い 治った
鼻水が出て集
中できない
治った 風邪気味 暑い
眼鏡の調子が
悪い
眼鏡は大丈夫
19 眠い 眠気は解消 眠い 難しかった 暑い 良くできた 肘が痛い
気分はすっき
り
体調少しあ
つっぽい
疲れた
20 あつっぽい 変化なし 問題なし 体が温まった 眠い 眠気がとれた 眠い
とても楽し
かった
問題はない 変化なし
21 調子はいい とても楽しい 満腹
気持ちよかっ
た
眠い
膝が鼻を直撃
した
満腹
自分の姿勢が
かっこ悪い
疲れている
技が出来て楽
しい
22 体調は良い
体が温かく
なった
眠い
良い運動だっ
た
暑い 難しかった 久しぶりだ 楽しかった
23 寝不足 元気になった 満腹
出来て楽し
かった
眠い 頭痛あり 元気です
もっと思い切
りが必要
楽しみたいと
思う
楽しかった
24 寒い
足の感覚が変
な感じ
そこそこ快調 膝がガクガク そこそこ良い 肘が痛い
ちゃんと跳べ
るか不安
ふとももに疲
労感
ワクチン接種
後で不安
ふとももに疲
労感
25 胃が痛い 変化なし
頭痛・腰痛あ
り
変化なし
頭痛・腰痛あ
り
首が痛い 腰痛 腰痛 腰痛 腰痛
26
寝不足で体が
重い
体が軽くなっ
た
目が重い 楽しかった
割とすっきり
している
ス カット し
た、体 が ぐ
るっと一掃さ
れた感じ
寝不足 ぱっとしない
技を習得でき
て良かった
27 風邪 風邪 元気 楽しかった 元気 首が痛い 元気 元気 元気 元気
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にさせるのではないかと考えた。……運動は生きてゆ
く中で、より良い健康な状態でいるためには必須だと
感じた。」（女性）
「トランポリンの前のストレッチで体が適当に温
まった。体が温まると初めよりかなり動きやすくなっ
ていて、体がよく伸びるようになった。眠気やちょっ
としただるさくらいなら、トランポリンをやることで、
さわやかな気持ちになれた。トランポリンが楽しいと
いう精神的作用と適当な運動の結果だと思う。」（男性）
「トランポリンという軽めの運動を行うことによっ
て、少し体調が回復されるときもあるようだが、時に
は体調の悪化につながってしまうようにも思える。全
体を通じて不快であることが多かったが、身体の状態
的にはすぐれなくても、気分的に上向きに持ってゆく
のは自分次第なので、そのように務めたい。」（女性）
「一人暮らしに慣れていないこと、不規則な生活を
していることによって、５回のほとんどが体調があま
り良くない。しかし、トランポリンをしていることで、
身体的にも精神的にも良い方向に改善されていること
が分かる。週一回のみのトランポリンだったが、その
一回が自分の健康にとって大切だったことがよく分か
る。」（女性）
「授業が始まり、軽いストレッチを開始すると体が
想像以上に固まっていることがわかった。歩いたりす
表２ 授業を通した快・不快の変化
授業前 授業後
１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 平均 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 平均 良 不変 悪 欠損
１ 4 4 4 4 4 4 4 4 ○
２ 4 5 3 4 2 3.6 5 3 4 4 3 3.8 ○
３ 3 3 1 3 4 2.8 2 3 2 2 4 2.6 ×
４ 4 4 1 1 1 2.2 3 3 2 1 3 2.4 ○
５ 4 4 4 5 5 5 5 5 5 ○
６ 3 3 3 4 2 3 4 4 5 5 4 4.4 ○
７ 3 3 4 3 3 3.2 4 5 5 3 5 4.4 ○
８ 3 2 3 2 2 2.4 4 5 4 3 2 3.6 ○
９ 3 3 2 5 5 3.6 4 5 2 5 5 4.2 ○
10 4 5 4 3 3 3.8 3 4 5 4 4 4 ○
11 2 3 2 3 3 4 3 3 ○
12 4 5 4 3 3 3.8 5 5 2 4 2 3.6 ×
13 3 3 3 4 4 3.4 3 4 3 4 4 3.6 ○
14 4 4 3 5 4 4 4 5 3 5 5 4.4 ○
15 2 4 2 3 2 2.6 4 4 2 4 4 3.6 ○
16 4 3 2 3 3 3 4 3 3 4 1 3 △
17 2 3 4 1 1 2.2 3 5 1 1 2 2.4 ○
18 4 5 4 4 5 4.4 5 5 5 5 5 5 ○
19 2 2 4 3 2 4 3 3 4 ○
20 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 △
21 4 3 3 3 2 3 5 5 2 3 4 3.8 ○
22 4 3 3 4 4 4 5 5 ○
23 3 4 3 4 4 3.6 5 5 1 4 5 4 ○
24 4 4 4 4 3 3.8 4 4 2 3 3 3.2 ×
25 2 2 3 3 3 2.6 4 2 3 3 3 3 ○
26 3 3 4 3 2 3 5 5 5 3 5 4.6 ○
27 2 4 5 4 4 3.8 2 4 4 4 3 3.4 ×
3.296 3.556 3.269 3.3846 3.1154 3.309 3.963 4.185 3.346 3.654 3.708 3.727 16名 ２名 ４名 ５名
（名） 27 27 26 26 26 22 27 27 26 26 24 22
表３ 授業前（５回分）の身体や気
分の状態
眠 気 25名
痛 み 23
良 好 22
愁 訴 感 17
満 腹 14
普 通 9
気 候 6
カ ゼ 5
そ の 他 7
表４ 授業前後の体調に関する記述の変化
１回 ２回 ３回 ４回 ５回
変 化 せ ず ５名 ４名 ２名 ３名 ３名
良くなった 15 17 11 ８ 15
悪くなった ２ ０ 10 ４ ５
そ の 他 ４ ６ ４ 10 ３
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るだけでは使うことのない箇所を伸ばしたりすること
によって、血の巡りが改善されたような感覚になり、
授業後には開始前よりもすっきりした感覚があった。
スポーツをすることによって、体の調子が良くなり、
気分も明るくなった。体の調子は、心の状態とも深く
関わっていると考えた。」（女性）
「５回の記述を見るに、自分の健康状態は全く問題
はなく、良好であるといえる。しかし、３、４回目の
記述のように私はあまり健康的な生活を送っていない
ため、私が今健康なのは、肉体年齢の若さによるもの
ではないかと考えられる。よって年をとっても今のよ
うな生活を送るのは良くないと思われる。」（男性）
「・寒かったり暑かったり気候によって気分が左右
されることもある。・よく寝ると身体の状態や気分が
快調である。・その日に起こった出来事によって気持
ちの高低の差が激しい。・トランポリンをした後は、気
持ちが楽しくなったり、体がほぐれて温まる。・トラン
ポリンの技が上手に出来ると、気持ち良くなって気分
が上昇する。・運動すると身心ともに運動する前より
良くなる。」（女性）
「毎回体調が悪い事に気づきました、……体調管理
がなっていない部分もあるかと思いますが、環境の変
化も影響していると思います。例えば、大学に入った
とか、ひとり暮らしが始まったなどの色々な大変な時
期を過ごしましたが、今は健康体ですので、大丈夫で
す。」（男性）
「毎回何かしらの不調を訴えている。授業前と後で
は、不快から快の方に変化してしるので、多少の運動
が身体をリラックスさせているのだと思う。最後の方
は、気温の高さと体温調整が上手くできていなかっ
た。」（女性）
２）トランポリンを跳んでいる「私（わたし）」
トランポリンを跳んでいる自分の姿を絵に描いても
らった。同時にトランポリンに関わった感想を記述し
てもらった。描画と感想の記述を通して、「私」とトラ
ンポリンの関係性について述べてゆきたい。代表的な
描画と記述６例を示す。
絵１
感想；トランポリンのイメージはポーン、ポーンと軽
く跳べるようだったので、実際にやってみてそ
の難しさにびっくりしました。
絵２
感想；トランポリンを通していろいろな友達ができ
た。会話を楽しみながら、トランポリンも楽し
むという充実した時間にできた。
絵３
感想；まともな跳び方ができず、いつも怖がっていま
した。ビデオを見て思ったけど、「とても不様だ
なあ……」と。キレイにしなやかに跳べたらかっ
こいいですね。
絵４
感想；トランポリンの本格的なものは見るのも始めて
だったので、新鮮で面白かったです。子ども用
よりずっと高く跳ぶので、けっこう怖くて、高
所恐怖症でなくて良かったと思いました。
絵５
感想；跳び始めの頃は、宙に浮いた感覚が不思議だっ
たけれど、いろいろな技を試しているうち、ト
ランポリンのバネは様々なことを可能にしてく
れるなと思った。……最初は無理だと思ったこ
とができるようになると、跳ぶことが楽しく
なったし、授業後は体調も良く、気持ちもすっ
きり、爽快な気持ちになった。本当に楽しかっ
た。
絵６
感想；トランポリンは人生で初だったので、とても楽
しめました。ただ、一寸間違えると大事故につ
ながる種目なので、常に緊張していた気もしま
す。
以上が代表的な描画と感想である。感想そのものは、
絵そのものの解説とはなっていないが、トランポリン
との関わりの一端を教えてくれるものとなっている。
絵１から絵５は、いずれも「垂直跳び」をする身体を
描いている。「垂直跳び」は、トランポリン本体のバネ
を利用して、高く跳び上がる基本技であるが、バラン
スを崩さず真っ直ぐな体勢をつくる難しさを感じてい
る。同時に、その高さを意識している様子をうかがう
ことができる。絵２は、「イメージです」という但し書
きを付しているが、高くジャンプする身体を感じ取っ
ている。絵３は、絵１同様に、バランスを保つことの
難しさが上手く表現されている。この感想では、同時
に「キレイに、しなやかに跳ぶ」と書かれており、上
手な跳躍の際の身体操作のイメージをうかがうことが
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できよう。絵４は、真上から身体を描いており、トラ
ンポリンの大きさに対する身体の比率が上手く描かれ
ており、平面を越えた高さを感じさせるものとなって
いる。絵５は、ジャンプの際、上下を移動する身体を
上手く表している。上昇から下降する瞬間に、空中に
とどまる感覚を知ることになり、そんな微妙な身体感
覚を感じとることができる絵となっている。絵６は、
回転する空中に舞い上がった身体を描いている。
これら自らが動いている身体の描画は、写実的なも
のというよりは、あくまで、イメージを先行して描か
れたものと考えられる。しかし、「跳ぶ」という行為が
このように描画による表し方を通してでも把握されて
いることは、自らの身体に向き合うことに、一定の意
義を持つものと考えることができる。つまり、対象化
が難しい自らの身体を描画という表現において、客観
的に眺めることは、先の主観的な記述内容と合わせ、
「私の身体」を理解するために必要な共同作業と見な
すことができよう。
最後の時間に絵を描いてもらい、全体を通した感想
を聞いたためか、身体操作の技術的な記述は少なかっ
た。トランポリンの技術的な学習内容への言及は、技
術レベルを上げ、技術を確実なものにしてゆく作業の
中で、追求されるべき課題と感じられる。「私の身体」
の理解は、そうした作業を通して、さらに深まってゆ
くものと考えられる。
４ まとめにかえて
本稿の目的は、体育授業時における身体把握の状況
を、若干の事例を通して明らかにしようとしたもので
あった。第一報の10年前との直接的な比較は、試みて
いないが、授業時の学生の身体や健康への不安や愁訴
感は、好転しているとは、言い難いと感じている。学
生の記述には、特定の身体部位の痛みやだるさといっ
た身体感覚に代表されるようなものが多く認められ
た。その原因として多くの学生は、寝不足、不規則な
食生活、日常的な運動不足等をあげていた。特に、親
元を離れ、一人暮らしを始めたためとする記述が見ら
れ、生活による不調を自覚し、改善しようとする学生
の記述も目立った。しかしながら、運動を行うことに
よる健康状態の改善という課題は、この５回の授業実
践のみでは、到底達成されるものではなく、日常的な
健康行動をいかに本人が実践できるのかという課題に
なると思われる。この授業を通した身体への自覚は、
そのような課題に対する必須の要件と言え、学生の反
省（自らを振り返る意味）を促す機会となっているこ
とを確認することができた。
最後に、本稿の問題意識と教養教育における体育科
目の課題について触れておきたい。前述の大学体育連
合関東支部の試み（注記２を参照）のように、大学体
育問題は、大学設置基準の大綱化が打ち出された後、
その再検討が加速された感がある。従前の体育科目、
特に、実技種目のやらせっぱなしという授業状況は、
多くの大学で批判の対象となったことは周知のとおり
である。同時に、教養部の解体に伴った他の教養教育
の内容の再編成も同時に、各大学の重要な課題となっ
ている状況は今も継続している。それにもかかわらず、
大学教育における「教養」の概念の共通理解が得られ
ているとは、言いがたい状況と言える??。さらに、近年、
入学する大学生の精神的健康状態の悪い、コミュニ
ケーションのとれない学生の増加が目立ちはじめ、大
学当局の頭を悩ませている状況が報告されている。そ
のような課題に対処すべく、九州地区の各大学におい
ては、「大学生の心身問題に対処しうる独創的な体育プ
ログラム開発」という課題の共同の試みが2005年度よ
り着手され、2007年度までの３年間の科学研究費の適
応を受け、実施され、成果をあげている??。その報告の
詳細な吟味は別稿にゆだねたいが、授業改善に向けた
あらたな概念モデルが提唱され、それに対する真摯な
取り組みは、注視すべき事項と言える。前報告で触れ
た、舛本の大学体育科目の目標とする「身体の経験」、
「身体の教養」概念??は、九州地区の大学や東京大学等
で取り組まれて試みと、少なからず一致するものであ
り、大学における「学び」の再考に、不可欠な内容を
提供していると考えられる。教養教育の中にある体育
科目の意義を考える意味において、「身体（からだ）」
の問題は、重要な視座を提供していると言えよう。本
学における教養教育の抱える課題は大きく??、本稿の
自らの実践報告も、多くの実践に学び、内容の見直し
が行われねばならないと考える。今後の課題としたい。
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